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注意すること 大量に油が流出してしまった
または流出を発見した

12月は「地球温暖化防止月間」です 

問低炭素都市推進室（市役所１階１番窓口）☎32-2051
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油の流出事故を防止しましょう！ 

問環境生活課☎32-2055、津山警察署☎25-0110、津山圏域消防組合☎31-1119
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検索津山　好き
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　市では、地球温暖化の防止に向け、パネル展の開催やウォームビズなどに取り組んでいます。この機
会に、地球温暖化防止について考えてみませんか。

ウォームビズに取り組みましょう
　暖房使用時の室温が20℃でも心地良く過ごすことができる低炭素型のビジネススタイル・ライフスタ
イルとして「ウォームビズ」を推進しています。冬の節電は、夏の節電よりも省エネ効果やＣＯ₂（二酸
化炭素）排出量の削減効果が高いといわれています。

取り組み事例

　冬は暖房器具などに油をよく使う季節です。石油ストーブなどへの給油中にこぼれる、燃料配管が破
損するなど油漏れ事故が起こりやすくなります。流出した油は側溝や水路から川に流れ、川の水を汚染
してしまいます。事故防止のため次のことに注意してください。

・燃料機器への給油など、
作業中は、その場を離
れない
・経年劣化でタンクや給
油管に破損がないか定
期的に点検する

　すぐに市役所、消防署、警察署
へ連絡してください。
※水で洗い流さず、できるかぎり
布や新聞紙で拭き取り、油を回
収しましょう

第31回
とき　10月19日㈭
テーマ　子育てについて

参加者

大倉俊輔さん
原田智恵さん
森 太祐さん
神田統夫さん
宮本幸一朗さん
今井一智さん

ひとつの部屋に集
まり、ほかの部屋
の暖房を切る

鍋から出る湯気で部屋が
暖まる。ショウガなど、
体を温める食材も効果的

衣類に加えてマフ
ラーやひざ掛けな
どを使用する

今月の広報紙はカーボンオフセット広報紙です
　カーボンオフセットとは、日常生活や経済活動の中で排出さ
れるＣＯ₂を、ほかの場所のCO₂削減・吸収分で埋め合わせるこ
とで、CO₂の排出を実質ゼロにする仕組みです。市では、市役

所の空調設備の効率化や、住宅用太陽光発電シ
ステムを設置した人の家で生み出された二酸化
炭素の排出削減量のクレジット化（数量化)を
進めています。今月の広報紙はこのクレジット
を活用して、印刷工程にかかる電力使用などで
排出されるCO₂を埋め合わせをすることでCO₂
が削減されている広報紙になっています。

｢地球温暖化防止月間」パネル
展を開催します
とき　12月11日㈪～15日㈮
ところ　市役所１階市民ロビー
内容　市内の小学４年生が作成
した環境絵馬の展示、環境保
全に効果的な取り組みの紹介

　市では、平成27年に「津山シティプロモーション戦略～移住・定住～」を策定し、｢自分らしさの見
つかるまち、津山」をコンセプトとしてまちのＰＲを行っています。
　３年目となる今年は、｢好きを仕事にできるまち」を主題とし、動画やウェブ広告などを通してＰＲし
ています。動画では、市内で家具作りに取り組み、自分らしい生活を送る家具職人や、自分の好きなこ
とを仕事にして生き生きと働く人々の様子を描くことで、津山は仕事の選択肢が豊富であることを表現
しています。インターネットのYouTubeで配信中ですので、ぜひ、下記の方法からご覧ください。
　ポスターは、柔らかい木目調を基調とし、好きな家具作りを仕事とする人
が作品の出来栄えを確認している姿を表現しています。本当に好きなことを
仕事にしているからこそできる、自信を感じさせる横顔を通して、移住を考
える人の背中を押すことを期待しています。
　また、ホームページも制作し、実際に市内で好きなことを仕事にしている
人やその思いを紹介しています。市内に住む皆さんも、動画やポスターをご
覧いただき、全国の人々に移住先として津山市を選んでもらう取り組みにご
協力をお願いします。

「好きを仕事にできるまち」をPR　新プロモーション始動！
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